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~ 1. 記象型

本調査は測候時報第26巻8号に示された「地震予知の

ための予備調査JのうちのA調査である.

調査対象の資料は，昭和33年 1月~昭和37年12月の期

問|こ，ウィーへノレト式地震計で観測されたもののうち"

初動方向が明瞭な地震および、最大記録全振幅10mm以上

の地震を原簿より抜すいした.震源は気象庁地震月報，

大阪管区気象台地震月報記載の震源を用い:たが，記載の

ない地震については初動方向，P-S時聞から筆者が震

第 1表 各記象型分類表

分類型| 震 央 地 名

!熊野川上流，三重県中部，奈良県南部，

1 I三重県南部，紀伊半島南部，兵庫県西部，

i紀伊水道，尾鷹市内，和歌山県中部

|和歌山県西部，日高川上流，三重県北東部

!p-s倒|深さ州| 記象型の特一徴

2-22 I ON60 

P，s共に明りょうで簡明な型.s相の振

幅は Pから Sにいたる振幅広比べてき

わめて大ヲ振動の減衰は早い.

P， S共に比較的明りょうで簡明な型

4-26 0-40 

|一一 P，s共に比較的明りょう.s相以後A，

田 大井川上流，徳島県南部 13-33 0-50 B型に比べて長い周期の波が続き，振

動の減衰はややおそい.

， 

P， S共に明りょう 振幅の小さい簡明
茨城県南西部，三宅島 28-35 0-80 

なPが続き，突然明りような Sが表ら
IV 

9 われる.最大振幅は Sまたはその直後

に現れる.振動の減衰はおそい.

P相は比較的明りょうで， s相の出現

V 伊予灘，日向灘 31-50 10N80 • 'IJ).やや不明りようになる. 振動の減衰

はおそい.

vrl鹿島灘い茨城県沖，金華山，

l十勝沖，宮城県北部

W l福島県沖 福島県東方沖

i三陸沖，青森県東部

I P， S共にやや，不明りょう"紡錘に近
10-40 I 

lく振動の減衰はおそい.

Ipから次第に振幅をまし S相以後に振

おそい.

ネK.Nak，agawa， S. Miyata and S. Sugiyama : 

Investigations ，of Seismic ，Activity from 

Seismograms obtained at Owase CReceived 

Jan.7， 1964) 
料尾鷲測候所

源を求めたものもある.上記期間中の地震総回数は 919

回であるが，このようにして得られた該当地震は67で、あ

る.

これを記象型によって分類すると，第 1表のように 7

つの型に分類することができる.実例を第 1図に示す.
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それぞれの型の発現頻度は第 2表のようであり，各記象

型の震央分布，発現地域を示せば，第 2図および第 3図

のとおりである.

第 2 表 各型別頻度表

型 回 数 M 

I 21 31. 3 

E 20 29.9 

E 4 6.0 

N 4 6.0 

V 2 3.0 

VI 9 13.4 

四 6 9.0 

67 98.6 

竺一件

p 

物情園田ーー

U 

I型 1961年 9月1日17時21分ころの紀伊水道の地震

震度 I震央33.80N 135.00 E 深さ Okm

W 

E 

fV 

S 

D 

U 

E型 1959年 9月24日07時23分乙ろの大井川上流の地震

震度 O震央 35.70N 138. 20 E 深さ20km

以l

炉内崎恥唱

ft 

N 

S 

p 

ぃ

V型 1958年 9月8日23時54分乙ろの伊予灘の地震

震度 O 震央 33~ 80 N 131. 90 E 深さ80km

:叩川い川川
N 

州知州べIV
A 

D 

E型 1960年 1月31日14時08分乙ろの紀伊水道の地震

震度 I震央 32.90N 135.10 E 深さ40km

W 
ヘハ

に」

、、1

p 

ぃ
N型 1962年 8月26日15時49分乙石の三宅島の地震

震度 O 震央 34.10N 139.50 E 深さ20km

......:.. 30ー
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1μ 

ε
 

N
了。

D 

い

VI型 1961年 1月16日21時13分ころの茨城県沖の地震

震度 O震央 36.0
0N 141.60E 深さ20km

十一州川川叫

トベ仙川WN

p 

ぃ
VII型 1959年10月26日16時36分乙ろの福島県東方沖

震度 O震央 37.50N 143.00 E 深さ20km

第 1図‘記象型 の 実 例
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第 2 図 各記象型の震央分布図

~ ~. 初動方向からみた地震活動域について

紀伊半島，和歌山地方の地震活動についてはすでに詳

ー細な研究があるが，ここでは気象庁地震課の調査要領に

基づいて，当所の資料から一応地震活動域の単位を定め

てみた.

(1) 資料の作成

昭和14年から昭和37年までの当所の地震観測原簿から

P波初動の方向，振幅の記入あるものを拾いだし，震源

地は地震月報別冊 1，地震月報，気象要覧から調べた.

Pの出現が epとあるものは，たとえ方向，振幅が記入

してあっても削除した.地震計はW式である.

(2) 震央の押し，引き分布図

緯度，経度とも o.1度ごとに区切った三重県地方の地

図(1/200万〉に上記から得られた資料を基にして震央

位置に初動が押しならば・印，引きならばO印を記入し

て作ったものが第4図である.震源の深さが100km以深

ならば印をつけ， l00kmより浅いものど区別してある.

'--31ー

第 3 図 各記象型の発現地域

尾鷲広おける押し引きの分布.
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尾鷲での観測が押しまたは引きとなる

震源の鉛直分布

. 
。

第毛図

初動方向のかたより第 6 図

単¥ー位

範 。囲 初動の押し引き百分率

単位名 震 央 地 名

• 10 1計 1%
備 考

N もE h 

1 愛知 県南 部 34， 8 -35; 0 136. 9 -137. 2 0":"，20 1 16 17 94. 1 部初右動のかたより全

2 渥 ヲ云き塁ミ走 湾 34.6-7 136.9-137. 2 20 2 '8 10 80.0 

3 志摩半島沖 34..0-1 136.9-137. 2 20 O 4 4 100.0 

4 和歌山市南部 34. 0-2 135.0- 3 。-20 2 6 8 75;0 部初動左の、かたより全

f 

5 日高川流域 . 33.8-9 135.2-; 9 10- 6 8 4 12 66. 7 
ノ

6 御 坊付 近 33. 7 135. 3- 5 20 O 6 6 100.0 初ど右動のかたより殆

7 貴寝 野灘 33. 6-7 136.0- 2 10-20- 2 2 4 50.0 

8 紀伊半島沖 I3~. 9-はr 135.6- 7 40 3 O 3 100.0 初部動のかたより全
左 F

、9 遠州灘 32.7N33. 0 137. 7-178.0 200-400 5 5 100.0 

10 東海道はるか沖 31. 5-32.0 138.2-139.0 300 4 5 800;0 
， 

の動ー活震士出第 3表

な間隔で緯線に沿う断面を考え，その断面の分布を調べ

た、ものが第5図である. ところによっでは払線に沿う断

面をとった地域もある.

- 32，-

(3) .押レ，引きの鉛直分布図

押し，、引きの観測から，地震活動域の単位.を定めるに

は震源の深さを考慮しなく?ではならない.そこで，適当
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(4) 初動方向のがたより

第6図は尾鷲で観測した初動方向のかたよりを示した

ものである.図中，矢印は尾鷲における初動方向をおの

おのの震央に平行移動して書いたもので，矢の形で初動

の大きさを区別しである.この大きさも統一するために

指針どおり 4種に区別しである.白丸および黒丸はその

初動が震央に向かつてそれぞれ左およ，び右にかたよって

い石ことを示している.

また矢印は押しのときは震央から観測所に向けて，引

きのところはその逆に向けて号|いである.

(5) 地震活動の単位

第4，5， 6図から第 3表のように地震活動単位を決

めてみた.

(6) 押し引きの時間的傾向

一応単位を決めたが，各単位内で押し，引きが時間的

に何か傾向があるかも知れないので，横軸に年を，縦軸

に震源の深さをとり，その単位内に起こったものについ

て調べてみた.第7図がそれである.これによって時間

的傾向，群発性も知ることができるわけであるが，図で

みるとおり数が少ないので，これから.は傾向を知ること

は無理で司ある.

@ 。・X，押干|明壷〔

圃制
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第 7 図 押し引きの時間的傾向

(7) まと め

単位をきめるには，まだまだ調べなければならないこ

とがあるかも知れない.ここで、分類じた単位もただ、単に

1官署のみによって決められたものであり，他官暑の調

査と総合検討してはじめて意味がある.

~ 3. P波の走時

本調査は誤.1]候時報第26巻第6号地震予知のための予備

調査にしたがって1958......1962年に起こった初期微動，地

域の明確な地震について調査した.

1) Pの発震時より震源時を引いて走時を出す.

2) 震央距離を地図上より求め地域別に分類する.

3) 深さ別に走時曲線上に伊 (0)，P (・〉を区別

し，地域別に得た値をプロットする.

上記のことについてまず昭和33年2月から昭和37年12

月までの地震資料 107例を

イ，地図上に描がき地域区分図を作り，集団を第8図に

第 8図 地域区分図

示すようにA-Iの9地域に別けることができる.

ロ，和達，益田両氏による走時曲線上に iP，Pの記号

別に分けプロットして比べて見る.

ハ，地域区分図より地域記号にしたがい深さ別にフ。ロツ

トし走時曲線と比較する(第9図).

まず iPについては走時曲線と余り大きなパラツキはみ

第 9 図の 1

- 33ー
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第 9 図の 2

られないが，Pについては全体的にみればバラツキは小

さいが，個々をみるときやや大きなバラツキがみられる.

イ)深さ 0-20kmA地点(口印)において 60km以内

ではだいたい走時曲線と一致.

ロ)70km以上になるとややノミラツキ示みられる B，

D (ム，マ印)地点においては一致， c地点 (0印)

はやや遅《でている. E地点 (x印)において300kIn

以上になるとバラツキが大きい.

ノ、)深さ 40kmにおいては100km以内はだ、いたい一致し

ている. 100km以上になるとややバラツキが多くな

る.

ニ)深さ 60kffiにおいては走時曲線よりやや早目にでて

いる.

ホ)深さ 60kmでは大体一致しているが，やや遅くでる

傾向にある.

60kmより深い地震は資料が少ないため明瞭ではない.

これらの資料から全般的に見て浅い地震では遅くなる傾

向があり，深さ 40-50kmにおいてはやや早くでている

ようである.， 

第.9図 の 3

第 9 図の 4
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